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 近藤宗平先生は、近畿大学原子力研究所教授を退任された後、2001 年 4月から、 

2014 年 6月 10 日お亡くなりになられるまで弊社顧問としてご指導いただきました。 

 近藤先生は、弊社が 2000 年に個人放射線被ばく測定サービスをフィルムバッジからガ 

ラスバッジに切り替える以前から、著書「人は放射線になぜ弱いか 第３版」でガラス線 

量計を利用した「お守り線量計」を提唱されておりました。 

 弊社では、指リング測定用ガラスと補償フィルターを組合せて「お守り線量計」を開発 

し、原子力発電所近隣の住民の方々の日常の被ばく測定、市民団体の方々にお使いいただ 

きました。本来、放射線作業従事者、放射線医療従事者、放射性物質取扱者及び事業所等 

を対象に個人放射線被ばく測定サービスを行っていましたが、初めて一般市民の方々の 

自然放射線被ばくを測定することになりました。 

 

 2011 年 3 月 11 日東京電力㈱福島第一原子力発電所が、東日本大震災の地震と津波に 

よる全電源喪失で冷却不能から水素爆発、炉心のメルトダウン事故が起き、多量の放射性 

物質が放出され、福島県を中心に近隣を汚染してしまいました。 

 当初住民の放射線被ばく量を推定するために各所の空間線量率を測定し、各個人が滞在 

する時間をもとに計算しました。 

 弊社では近藤先生の「お守り線量計」の経験から、ガラスバッジを個人に着用していた 

だくよう働きかけたが、中々採用していただけなかった折に、近畿大学の全面支援で、 

2011 年 7月から川俣町の幼児、小学性、中学生 1700 名の「市民線量計」着用が決まりま 

した。 

 

 各自の行動パターンによらず各個人別の放射線被ばく測定ができることで次第に広まっ 

て行きました。2011 年 8月の顧問会で近藤先生にご報告した折に「後世全県民の安心の 

ために、県民全員に着用させるよう努力しなさい」とのお言葉が思い出されます。 

 

 近藤先生のアドバイスを受けて始めた「お守り線量計」が「市民線量計」と名を変えて 

福島県民の皆様の安心に寄与していることを「お別れの会」で御仏前に報告いたしました。 
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